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論文内容の要旨
〔目的〕







用するタオルにEV70 ウイルス液 (J 6 7 0 I7 1 , 1 0 8P F U/m 1 )を付着または混入させ~EV
7 0感染価の経時的推移を計測した。
n) EV 7 0 の消毒に関する実験
1 )加熱による不活化
EV70 ウイルス液を 90 0C及び 56 0Cで加熱し 経時的にウイルス感染価を測定した。
2) 紫外線ランプによる不活化
EV 7 0 ，対照として単純へルペスウイルス (HS V) 及び、Adenovirus 1 9 (AdV] 9) ウイ




ml/sec) で 1 0 秒間洗浄，② 7 0 ~ぢアルコール綿により 1 回清拭，③ 10%PVP-I




プリズムチッフ。に付着したEV70 は，ウイルス液が完全に乾燥してしまった 4 時間後には 1 1104 
に減少し 6 時間後には検出されなかった。乙れに対して点眼液中に混入したEV70 は点眼剤の種類
に関係なく感染価は 3 カ月後までほとんど変化せず，以後感染価は漸減したが 4 カ月後でも依然として
感染性のウイルスが検出された。
手指に付着したEV70 は，感染価が 1 5 分後まで減少せず，その後は、じめて漸減したが， 1 時間後





9 OOC 5 秒間または 5 60C 5 分間の加熱でウイルスは完全に不活化された。
2) 紫外線ランプによる不活化
ウイルス感染価(TC1D 50 対数値) y と紫外線照射量 (mW/cm2 ・ min) X の聞には， E V70 
ではY= 4.6 1 -3. 6 8 X (相関係数一 O.9 7 6 8 4) , H S V ではY= 4.1 2 ー 0.2 0 7 X (相関
係数一 O.9 0 3 9 2 5) , Ad V 1 9 ではY = 3. 5 6 -O. 0 5 7 9 X (相関係数- 0.8 4 9 4 5 2) の
相関があった口 EV70 はHSVやAdV1 9 I乙比べ，極めて紫外線に対する抵抗性が弱い乙とが判明
した。
3) 手指及び圧平式眼圧計プリズムチップに付着したEV70 の洗浄法の検討
流水による洗浄では手指では 80%(8/10) ， プリズムチップでは 8 0 労 (8 1 1 0) で EV70
が検出された。乙れに対して 7 0 ~ぢアルコール綿による清拭及び 10%PVP-I10秒間浸漬後流
水洗浄では手指・プリズムチップともにウイルスは検出されなかった。
〔総括〕




手指や眼科器具に付着したEV70 の消毒は，流水による洗浄だけでは不十分で， 7 0%アルコール綿
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による清試，または 10%PVP-I で十分に洗浄後に水洗すれば完全に不活化できる。 90 0C5 秒間の
加熱は迅速かっ確実な消毒法で耐熱性の検査器具などの消毒には最良の方法である。
EV70 は乾燥状態で 6 時間以上経過すれば消毒操作を行なわなくても感染の可能性はないため，患者
の隔離がすめば病棟閉鎖は 6 時間でよいと考えられる。外来では患者を最後に診察した後， 6時間以上乾
燥状態におく乙とになるので 翌日には医原性感染の恐れをいだく乙となく診察室や器具を用いてもよい
と考えられる。その上， E V 7 0 は紫外線に比較的高い感受性を持つので，診察室や病棟など完全な乾燥
状態の保ちにくい広い範囲の消毒には紫外線照射が有効であると考えられた。
論文審査の結果の要旨





ス液を付着させ感染価を経時的に検討した結果， EV 7 0 は乾燥に伴い急速に不活化されるが，点眼液中
や湿潤状態では不活化されにくい乙とを証明しているo また消毒法の検討では，流水による洗浄は効果が
充分ではなく， 70%アルコール清拭， 1 0 %P V P -1 洗浄後流水洗浄， 90 oC5 秒間または 5 6 oC 5 
分間加熱のいずれかの方法が効果的である乙とを証明している。またEV70 は紫外線に感受性が高く，
紫外線照射の併用も効果的である乙とを明らかにしている。
以上の研究はEV70 の院内感染経路における感染価の変化と，その具体的な消毒方・法について比較検
討する乙とにより，急性出血性結膜炎の院内感染防止方法を確立しており，学位授与に値するものであるD
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